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本校からの参加者〔担当〕 

・西端 一蕗芭〔全体会・分科会発表者〕 

 

アジア・オセアニア・県内外(高校)からの発表参加 

インド／トルコ／オーストラリア／ニュージーランド/韓国／中国

／台湾／香港／ベトナム／インドネシア/マレーシア／タイ 

／ミャンマー／大阪(千里)／静岡(吉原)／愛知(大成) 

／向陽・串本・橋本・那賀・田辺・桐蔭・智辯・信愛・日高・星林 

2泊 3日間の日程と主なプログラム 

7 月 29 日／開会式・参加各国紹介 

7 月 30 日／分科会・県知事主催レセプション 

7 月 31 日／全体会・稲むらの火の館研修ツアー 

＊その他 分科会、全体会打合せ、交流会 

 

Asian and Oceanian High School Students’ Forum 2024 

― Discussion and Cooperation with the World ― 

このフォーラムは、国際社会に活躍できる人材の育成とアジア・オセアニア諸国の友好親善を目的に

2015 年から実施され、今回で 10 回目の開催です。日高高校は毎回参加しており、今回は 2 年生 1 名が

参加し、発表に運営にと大活躍しました。最後には様々な国の生徒と仲を深めていました。 

分科会（津波防災・ダイバーシティ・貧困） 

3 つのカテゴリーにおいて、国外・県内外の生徒たちがプレゼ

ンテーションを行い、一般参加の高校生、FLT、教員からの質疑

に懸命に応答。本校発表者の西端さんは、Is Japanese special 

support class suitable for an inclusive education system or not?を

テーマに日本の特別支援教育と海外の取り組みを比較しながら

どのようにすれば日本の特別支援教育はよりよくなるのかにつ

いて発表と質疑への応答を行った。 

 

★このフォーラムに参加して、自分の意見を英語で伝えられるようになっ

た。型にはまった発言ではなく自分自身の意見を言う必要があったので、最

初は難しさを感じたがなんとか伝えようとすることができた。英語で伝えづ

らいことも身振り手振りで伝えようとしたら真剣に理解しようとしてくれて

いたり、友達の日本人生徒が助けてくれたりしたことがとても嬉しかった。 

さらに自分の英語力を伸ばしていく必要性を感じた 3 日間だった。 

  

参加感想（抜粋） 

分科会準備と分科会の様子 

カテゴリーの仲間と知事レセプション 


